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《表紙写真》 
 
東芝製B形ベロシティマイクロホン 

昭和32年に従来のA形ベロシティマイクロホンを基にして、新しい技術を組み込み、 
小型軽量化されたリボンマイクロホン。 
 指向性は双指向性で、トーク、対談、ドラマのセリフや語り、邦楽の歌、楽器用とし 
て、広範囲に使用された。 
  
PT-3型ショルダー録音機 

昭和29年にPT-1型の改良機として登場。 
「デン助」の愛称で呼ばれ、本格的なショルダー録音機として、あらゆる番組制作に使  
用された。                             
                                                         小山 保広 放送学科 
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≪編集後記≫ 
  

「藝術」第 23 号ができあがりました。 
  何ごとにつけても声高く連呼されてきた西暦 2000 年、20 世紀がついに 
終ろうとしています。それにつけていえば、20 世紀最後の夏は、シンフ 
ォニーの最終楽章のように烈しく盛んでした。おそらく人々の記憶にと 
どまる夏でありましょう。長いきびしい暑さのみならず、三宅島の噴火、 
名古屋の洪水、鳥取の地震等々、自然が荒々しい身振りで世紀の終りを 
告知するかのようでした。 

                              学内にあっては、新しい世紀の始まり 2001 年度発足の通信教育部の開 
  設にむけての準備、また受験生募集の対策、カリキュラム改革など多事 

                            でした。それにも拘らず、執筆者はじめ各方面のご尽力を得て、おかげ 
                            をもって本号の編集も順調に進み、予定通りお手元にお届けすることが 
                            できました。心から感謝いたします。 
                              今回の表紙は、放送学科からご提案・提供いただいたものです。撮影     

を写真学科の秋山廣行非常勤講師に、デザインはデザイン学科の田村昭  
彦教授にお願いしました。 

                              また以前からの懸案になっていました CDの附録が、学院のご配慮によ 
って実現しました。CD 本体およびジャケットのデザインは重ねて同教授、 
その線画は川北博子美術学科副手のお骨折りになりました。これによっ 
て論文・報告の発表形式もまた新しい方向にひろがってゆくことになり 
そうです。 

                              厳しいご批判やご助言お寄せ下さい。 
                                                        山崎 苳子 
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